


要約:極小未熟児の乳児期および幼児期の体格および栄養状態について検討した。乳児期に

おいては、修正 6ヵ月時にカウプ指数で評価すると、39%に 15以下のやせがみとめられ、

出生体重 1000g 未満の SFD にその傾向が著しかった。 

幼児期では、肥満度で評価すると、-10%以下のやせが、35.3%にみとめられ、健常児との間

に有意差をみとめた。 


